
 

 

第７２回精神保健福祉全国大会開催要綱 
 
１ 大会趣旨 

わたしたちは、障がいのある人もない人も、お互いに人格と個性を尊重し、障がいの特性に応

じた必要な配慮や支援を行いながら、地域社会の中で誰もが安心して自分らしく生活することが

できる社会の実現を目指し、障害福祉サービスだけでなく、情報アクセス・コミュニケーション

支援、文化・芸術活動など、福祉の枠にとらわれない幅広い分野の取り組みを進めています。 

誰もが暮らしやすい地域社会をつくることを目的とした「あいサポート運動」発祥の地である

鳥取県において、共に生きる社会の実現のため何が必要かを本大会に参加する全国の精神保健福

祉関係者並びに地域の方々と共に考え、共有できる場にしたいと考えます。また、大会を通じて

精神保健福祉に関する理解を深め、正しい知識の普及と精神保健福祉の推進を図ってまいります。 
 
２ テーマ 

  「心の変調・障がいを知り、共に生きる」 

～誰もが安心して自分らしく暮らすことのできる共生社会の実現～ 
 
３ 開催日時 

  令和７年１２月７日（日）午前１０時から午後５時まで 
 
４ 開催場所 

  米子市公会堂（鳥取県米子市角盤町２丁目６１番地） 
 
５ 来場者 

(1) 表彰者及び被表彰者 

(2) 主催、共催、後援代表者 

(3) 関係者、一般来場者 
 
６ 主催、共催及び後援 

(1) 主催 

厚生労働省、（公社）日本精神保健福祉連盟 

(2) 共催 

鳥取県、米子市、鳥取県精神保健福祉協会、（公社）日本精神科病院協会鳥取県支部 

(3) 後援 

【全国組織】※厚生労働省より後援依頼 

最高裁判所、内閣府、警察庁、法務省、文部科学省、国土交通省、（公社）日本医師会、（公

社）日本精神科病院協会、（公社）日本精神神経科診療所協会、（公社）日本歯科医師会、

（公社）日本薬剤師会、（公社）日本看護協会、（公社）日本精神保健福祉士協会、（一財）

日本公衆衛生協会、（社福）全国社会福祉協議会、（公社）日本医療ソーシャルワーカー協

会、（公社）日本公認心理師協会、（一社）日本臨床心理士会、（公社）全日本断酒連盟、（公

社）アルコール健康医学協会、（公社）日本てんかん協会、（一社）日本精神科看護協会 

【県内組織】※今回ご依頼させていただいている団体様を仮に掲載させていただいています。 

鳥取県市長会、鳥取県町村会、（公社）鳥取県医師会、（一社）鳥取県歯科医師会、鳥取県

精神科病院協議会、（公社）鳥取県看護協会、（一社）鳥取県薬剤師会、（一社）日本精神科

看護協会鳥取県支部、鳥取県精神保健福祉士会、（一社）鳥取県作業療法士会、鳥取県臨床

心理士会、（社福）鳥取いのちの電話、（社福）鳥取県社会福祉協議会、鳥取県精神障害者

家族会連合会、（特非）鳥取県断酒会、鳥取県地方裁判所・鳥取家庭裁判所、鳥取保護観察

所ほか 

 

７ 大会実行組織 

第７２回精神保健福祉全国大会実行委員会 

 

 

 

 



 

 

８ 大会プログラム（案） 

時刻 プログラム 

第１部 記念式典 

10:00 
①オープニング 

「心をひらく鍵」の引継ぎ 

前大会 朝日公彦 会長（栃木県）から、 

本大会 藤井喜臣 会長へ 

 ②開会の言葉 
大会実行委員会会長 

鳥取県精神保健福祉協会会長 藤井喜臣 氏 

 ③式辞 日本精神保健福祉連盟会長 

 ④挨拶 厚生労働大臣、鳥取県知事、米子市長 

 ⑤表彰式 

精神保健福祉事業功労者表彰 

・厚生労働大臣表彰 

・日本精神保健福祉連盟会長表彰 

 ⑥謝辞 受賞者代表（日本精神保健福祉連盟会長表彰受賞者） 

 ⑦祝辞 鳥取県議会議長 

 ⑧来賓等紹介・祝電披露 来賓・主催者・共催者紹介、祝電披露 

 ⑨次回開催県挨拶 富山県 

第１部 終了 

第２部 記念講演等 

11:10 
～ 

12:00 

記念講演 

講 師：国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 所長 張 賢徳 氏 

演 題：「メンタルヘルスにとって一番大事なもの」 

12:00 
～ 

13:00 
午餐会 

13:00 
～ 

13:10 

ウェルカムパフォーマンス 

出 演：山陰少年少女合唱団リトルフェニックス 

13:10 
～ 

13:50 

基調講演① 

講 師：鳥取県精神保健福祉センター 所長 原田 豊 氏 

演 題：「ひきこもり支援から見た孤立・孤独～鳥取県における 30年間のひきこもり支援から～」 

13:50 
～ 

14:30 

ゲストトーク 

ゲスト：高知 東生 氏 

演 題：「生き直す～私は一人ではない～」 

14:30 
～ 

15:10 

基調講演② 

講 師：医療法人横田会 向陽台病院 副院長 武藤 岳夫 氏 

演 題：「『捕まらない』薬物乱用の理解と支援」 

（休憩：10分） 

15:20 
～ 

15:50 

体験談発表 

発表①：特定非営利活動法人鳥取県断酒会 

発表②：特定非営利活動法人 リカバリーポイント 鳥取ダルク 

15:50 
～ 

16:50 

シンポジウム（テーマ：「リカバリーできる社会の実現に向けて」） 

コーディネーター：鳥取県精神保健福祉医療協議会 座長 山下 陽三 氏 

パネリスト：張賢徳氏、原田豊氏、高知東生氏、武藤岳夫氏 

第２部 終了（閉会 大会実行委員…鳥取県精神保健福祉協会副会長） 

 

９ その他 

普及啓発展示、相談コーナー、体験コーナー、福祉作業所による物販等 

以上 

※８ 大会プログラム（案）は、2025年 9月 1日時点のものであり、変更になる場合があります。 


